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「惑星科学へ の招待

　　＝ シ ュ
ー メ ー カ ー 博士夫妻を迎えて」

　　の報告

高田淑子 1

　2 月 2 日　（木），通産省工 業技術院　つ くば研 究

セ ン ター
にお い て

，
シ ュ

ーメーカ
ー
博士 夫妻を招

き，「惑星科学 へ の招待」とい うタ イ トル で 地質調

査所第 233回研究発表会を開催 しました．

　シュ
ー

メ
ー

カ
ー
博士 は，昨年夏に木星に衝突 し

た彗星，シ ュ
ー

メ
ーカ ー ・レ ビー第9彗星の発見

者であるとともに ，米国地質調査所内に惑星地質

部門を設立 ， 米国の 月 ・惑星探査に お い て，レ ン

ジ ャ
ーか ら ク レ メ ン タ イ ン の探査まで常 に リーダ

ー
シ ッ プ を とっ て きた惑星地質の父 と称 され る惑

星科学者で す．そ こ で 今回は
， 博士夫妻 をお招 き

し， 米国の 月探査 ・地質と，シ ュ
ーメ ーカー ・レ

ビー第 9彗星 の木星 へ の 衝突 に 関 して 講演 して い

ただ きま した．また地質調査 所か らも， 惑星科学

写真 1　 ジ
ーン　 シ ュ

ーメ ー
カ
ー
博士

に関連 した最近の 研究成果を発表 し ま した．さら

に 1月 17 日に発生 した兵庫県南部地震の 速報報告

も急遽 な され ました．

プロ グラム は以下 の とお りで す．

「惑星科学へ の招待　＝　シュ
ーメーカー博士夫妻

を迎えて」

は じめ に　　　　　　　 佐藤　壮郎

米国の 月探査 ： レ ン ジ ャ
ーか ら ク レ メ ン タイ ン

まで 　 　 　 　 ジーン 　 シ ュ
ー

メ
ーヵ一

シ ュ
ーメーカー ・レ ビー第9彗星の木星衝突

　　 　　　 　 キ ャ ロ ラ イ ン 　シ ュ
ーメーカー

金星 ： ク レーターか ら何がわかるか

　　　　　　　　　　　 高田　淑子

月か ら来た隕石 と月の 起源

　　　　　　　　　　　 木多　紀子

兵庫県南部地震
一

緊急調査報告

　　　　　　　　　　　 佃　栄吉

懇親会

　当Erは午後 1：00 よ り5；00 まで 研究会を行い
， 午

後5 ：00 よ り6：30 まで懇親会 を開きま した．「つ く

ば」とい う地の 利 の悪さに もか か わ らず ，
174名の

多数の方が集 ま り，たい へ ん 盛況 で した．地質調

1地質調企所地質情報セ ン タ ー
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査 所がつ くば に て 開催 した近年の 研究会の 中で は，

群 を抜い た参加者数で あっ た ようで す．特に，約

4 分 の 3 の 参加者 が 地質調査所外部か ら の参加 で あ

り，シ ュ
ーメーカ ー博 士 の 人気 の 高さが伺 わ れ ま

した．

　ジ
ー

ン ＝シ ュ
ーメ ーカー氏は

， 米国内で の 月探

査の施策方法 ・発展の 過程と研究現状 を，1960年

代初頭に打 ち上 げ られ た レ ン ジ ャ
ー
探査機か ら，

最 新の ク レ メ ン タ イ ン まで の研究成果を もとに紹

介 しました．以 下要約する と
，

「1960年初頭， 月探査の 初の試み と して ，レ ン ジ

ャ
ー

プ ロ グ ラ ム が実施された．1964年 ，
レ ン ジ ャ

ー
第 7号は 初め て，月面 に探査機が突入 する まで

の 問，連続的に月面の 写真を撮像 した．また 1966

年か ら は
，

ル ー
ナ
ーサ ーベ イヤ ーに よ っ て 月軟着

陸が試み られ，レ ゴ リス で覆わ れ て い る月面や，火

山性の玄武岩質の岩石，隕石の衝突で放出 され た

岩石等が ，多数月面に存在す る こ とが発見 された．

また ，着陸機 の 月面 との 接 地部分 の 機体 の ず れか

ら，レ ゴ リス 内に小岩石 が散在 して い る とい う，

写真 2　 キ ヤ ロ ラ イン　 シ ュ
ーメ ーカー博士

表層下 の構造 もわか っ た．

　それから30年がす ぎ， 最新の月探査が，藍994年

3月か ら約 2 ヶ 月半に わ た り，米国海軍研究所の 衛

星 ク レ メ ン タ イ ン に よ っ て行わ れ た ．ク レ メ ン タ

イ ン は，2 つ の 赤外線 カ メ ラ
， 可視 光 ・紫外線 カ

メ ラや ，
レーザーシ ス テ ム を搭載 し，極地域 を含

む高解像度の完全な月の マ ッ ピ ン グに成功 した．

　特に今回 の探査で 初め て ，グ ロ ーバ ル な地形図

が得られ た．こ れ に よ り， 月の裏側の 中緯度か ら

南極に存在する直径約 2500km の Aitken　Basin は，

太陽系内で 保存され て い る最大級の衝突 ク レー
タ

ー地形である こ とが判明 した．また ，同経度地域

の低緯度地域は標高が高 く，ク レ
ー

タ
ー

か らの エ

ジ ェ ク タ堆積層で ある と考え られ る．また，高 い

ブ
ーゲ ー異常が Basin内に存在する こ とか ら，衝突

ク レ
ー

タ
ー

底部は溶岩 で 埋め 尽 くされ，地 殻がた

い へ ん薄い こ とが わかる．

　また岩石 タイプ と標高に
， 大 きな相関がある．グ

ロ
ーバ ル に は約 5 つ の グル

ープに分 け られ，それ

ぞ れ に 異な る 地 質プ ロ セ ス が あ っ た ．ま た，鉄の

含有量が少なくカル シウ ム 、ア ル ミニ ウ ム の 多い

ア ノ ー
ソ サ イ トが，月の主構成物で ある 。 巨大衝

突説によ っ て月形成を説明しようとする と， 大部

分の 月の構成物質は，地球に衝突 した物体か らも

た らされなけれ ばならない ．

　 ク レ メ ン タイ ン の 主 な目的は，詳細な月全域の

地質 と
， 高緯度地域 の 地形 ・地質 の 調査で ある．

そ の 例 と して ，Aristarcius　Plateuや 南緯 70度 に存

在す る Schoredinger　basin の 地質を紹介す る．」

最後に，太陽 光に照 ら され た，薄く月面に観測 さ

れた月の大気の 画像で 話を締め くくりました．後

半の ク レメ ン タイ ン の探査結果の 内容は，Science

の ク レ メ ン タ イン特集号 （vol ，266，　pl835・1862）

に ，詳細 に ま とめ られ て い ます．また，ク レ メ ン

タ イ ン の探査の デ ータ は ，Planetary　Data　 System

が，今 まで の 探査 ミ ッ シ ョ ン の デ
ー

タ と同じよう
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写 真3　懇 親会 に て

に，CDROM に まとめ
，
4 月頃 か ら配布す るとい う

こ とで す．

　次 に，夫人の キャ ロ ライ ン ；シュ
ー

メ
ー

カー博

士 には，昨年 7 月に木星に衝突 して消滅 した シ ュ

ー
メ
ー

カ ー ・レ ビー第9彗星 （SL9）の発見か ら衝

突後 まで，観測結果を中心に話 して い ただきまし

た，以 下，要約する と，

「1989年か ら始めた小天体の デ ィ ス カ バ リープ ロ グ

ラ ム の
一

環 として
，

シ ュ
ー

メ ーカー夫妻が レ ビー

氏 と共 に，1993年 3 月，カ リ フ ォ ル ニ ア の パ ロ マ

天文台 の 46cm シ ュ ミ ッ ト天体望遠鏡で 天空を走

査中に
， SL9 を発見 ．立体顕微鏡を使用 した 天空

写真で の彗星探査の方法 を紹介 し，棒状 の
“
異常

な形状
”

の彗星を発見 した時の 過程を説明す る．

　その 後，軌道計算に よ り，SL9 が木星に衝突す

る こ とが判明，さらに，ハ ッ ブ ル 宇宙望遠鏡の衝

突前の観測か ら，20個近 くの核が存在 し，中に は

時 間が経 つ と ともに分裂する核 もあ り，普通の周

期彗星 とは異なる振 る舞い で ある こ とが わ か っ た．

　米国地質調査所の ル デ ィ 氏 ら と と もに衝突前 に

実施 した ，衝突 直後の 衝突地点で の プル ーム の 成

長 ・発展 の様子の 数値計算

は ，プル
ー

ム が上昇後約 5分

後に，下降に転ずる ，こ の 現

象は，プルーム の 高さとタ イ

ミ ン グ こ そ実際の 観測値 と

違 うもの ，定性的に はハ ッ ブ

ル 宇宙望遠鏡の プ ル
ー

ム の

観測とた い へ ん よ く合致 して

い た．

　衝突当日 は
，

メ リ
ー

ラ ン ド

にあ るハ ッ ブ ル 宇宙望遠鏡

研究所で ，衝突の 瞬間 の画

像 が ハ ッ ブ ル 宇宙望遠鏡 よ

り到着する の を見守 っ た．ハ

ワ イの ケ ッ ク天文台など，世界 中 の 望 遠鏡が プ ル

ーム を捕 らえた．また
， 直接衝突 を観測で きる位

置に い たガ リ レ オ探査機 は，W 核の衝突をハ ッ ブ

ル字宙望遠鏡 と同時に観測．ガリ レ オの 観測 し た

発光が数十秒間 で 消滅 したの に対 し，
ハ ッ ブ ル 望

遠鏡は プル
ー

ム が 20分近 く観測 されたため，ガリ

レ オ は彗星核の 大気突入時の フ ラ ッ シ ュ を観測 し，

ハ ッ ブ ル は，その後の プル ーム の 成長 をとらえた

と考えられる．

　 G核 は，2 重の リ ン グ状の 衝突痕を残 した．内

側の リ ン グ は，重力波に より生成され，外側の は ，

彗星の突入方向に傾い て い るため，拡大 したプル

ー
ム の 落下 に よ り形成 された と考えられ る．一

ヶ

月後の 赤外線の メ タ ン バ ン ドで の観測で は
， 衝突

痕は緯度方向に流 され衝突緯度全体に帯状に 拡大

した の が観測されて い る，

　さて ， G 核の 2 重 リ ン グ の 衝突痕 は，半径約 1

万 5 千 km と，地球をす っ ぽ りと覆っ て しまうほ

どの 大 きさで あ っ た．もし， SL9 級の近地球軌道

の 小惑星 ・彗星が，地球に衝突すると，大きな 自

然災害を引 き起こ し，種の消滅 につ なが る こ とも

あ りうる，SL9 が残 した教訓 は，今後，近地球軌
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道 の 小天体の探査が重要だ とい うこ とで あ ろ う．」

た い へ ん ゆ っ くり と した話 し方で ，まる で ，お伽

話を聞 い て V）る ような気分 に さえ な りま した．最

後に
，
SL9 の 観測か ら

， 今後の 地球近傍の軌道 を

持つ 小 天体 の 探査 の 重要性 を訴え ら れ た の は，特

に印象的で した．

　約 1時間ずつ の特別講演の後，地質調査所よ り，

各 30分ず つ 研究成果報告が な され ま した ，

　高 田 は ，米国 の 金星探査機マ ゼ ラ ン の とらえた，

金星特有の ク レーターの 形態＝特に厚 い 大気 との

相互 作用 に つ い て ，衝突 ・ク レーターリ ン グの メ

カ ニ ズ ム を数値計算や モ デ リ ン グの結果 を交 えて

議論 しました．特に ク レーター
外部に存在す る 明

暗の ハ ロ ー （リ ン グ状の 形跡）が ，隕石が大気突

入時に大気中に 発生す る衝撃波の 地面 へ の衝突に

よっ て説明づ けられ る こ とを示 し ま した．また，過

去の環境 と変遷に つ い て ，金星表面 の 年代学 に つ

い て近年の研究を紹介 しました．

　 さらに ，木多紀子氏は，南極か ら発見 された月

起源と考えられる隕石が
， 年代測定や微量元素の

化学分析か らア ポ ロ 試料 とは異なる特徴がある こ

とか ら，月の 表層物質は 必ず しも均質と は限ら な

い
，

ア ポ ロ 試料を月全体 の標準物質と考 える必要

はない とい うこ とを議論．さらに，月の揮発性元

素の存在量は こ れまで 考えられ て い た よ りも高 く，

ほ か の 惑星，隕石等 と大き く異 な らない こ とを強

調 し，最近提唱されて い る微惑星の衝突に よる 月

形 成説が
， 必ず し も必要で はな い こ とを議論 しま

した．

　 最後に，当初 の 予定 には ありませ ん で したが，1

月且7 日に発生 した兵庫県南部地震の 2 月 2 日現在

の状況の 速報を，佃栄吉氏が され ました，地質調

査所で行われた，淡路島で の 地震断層 の 変位量分

布 ，な らび に神戸地域の地盤災害等の 被害に関す

る現地調査の 中間報告を しました．

　　また ，懇親会に お い て は，シュ
ー

メ
ーカー

博

士 夫妻 を囲ん で ，約 1時 間半 に 渡 り，ビール を飲

み なが らの 自由なデ ィス カ ッ シ ョ ン がな され ま し

た．約 30名が参加しましたが，特に，若い 惑星科

学者の 参加が 目立ちました．

　なお ， 当日の シ ュ
ーメーカ

ー
夫妻の 講演を収録

した VHS テ
ープが ありますの で ，ご覧に な りた

い 方は，地 質調査所情 報解析課 （電話
・

フ ァ ッ ク

ス ：0298 − 54− 3642）まで お 申し出 くだ さい ．

貸 し出 しい た します．最後に ，遠 い と こ ろ か ら参

加 して い ただ きました方 々 に，心 よ り感謝い た し

ます．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


